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大潟村干拓博物館に新設した「八郎潟の生いたち」の展示
Exhibition of ”Geohistory of Hachirogata” Established in Polder Museum of Ogata Vil-
lage
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大潟村干拓博物館は 2000年に開館した。展示の主要なテーマは、八郎潟の干拓、干拓によって生まれた大潟村、入植
事業と入植した人々の暮らしなど、八郎潟干拓事業と大潟村の歴史が中心である。開館までの準備期間では自然史関係
のテーマも候補にあがり、その中には「八郎潟の生いたち」に関する展示も含まれていた。しかし、諸事情により展示
計画の見直しが行われ、計画が縮小される過程で完全に除外されることとなった。

2011年、男鹿半島・大潟ジオパークが東北地方で初めての日本ジオパークに認定された。男鹿半島地域では日本海の
形成という大きなイベントを含む、過去 7000万年の地史を詳細に物語る地層が多数露出しており、これが大きなテーマ
となっている。一方大潟地域は、日本で 2番目の面積であった八郎潟の干拓によって人為的に作られた大地であり、自
然の改変や新たな大地と人間がどのように共生しているかが重要なテーマとなっている。
大潟地域におけるジオパークの特色を理解するためには、八郎潟の生いたちを学習する場が必要である。しかしなが

ら、干拓地である大潟村には、男鹿半島地域でみられるような露頭がない。そこで、大潟地域の大地の形成について理
解を深めてもらうため、大潟地域に露頭をつくり、その剥ぎ取り標本と得られた知見を大潟村干拓博物館で展示するこ
とを試みた。
　今回の発表では、剥ぎ取り標本の製作から展示までの過程を紹介するとともに、「八郎潟の生いたち」の展示の意義

について考察する。
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